
7 .列状植栽試験

1.試験担当者
四国支揚造林硏究室長 安藤 貴 ほか

2•試験目的
近年労働力の遍迫にともない,地招,植栽・下刈作業の省力化をねらいとして,列状植栽を 

おこたい,方形植栽との比較がなされている。しかし,現状強mーの列我植裁との比隸が中心 

で,列間,行間をかえた垠合iてついては宓iされていない。列間と行問の組合せをかえて省力 

の建既と林分胡鎮までの経過を列らかIてすることは当面の問題として急務であ名。さらに列状 

槌裁された蘇林の除間伐等保育の問題は,まったく手がっけられていないので,この点につい 

て資料を蓄積する必要がある。

このため列状模殺における行間,列間の題合せをかえ,地将,植裁,下刈作業に好ける缶カ 

の程変あ、よび林分閉韻•までの経過を明らかにし,こQ部の方法で造成された斓Cの觀問題て 

ついて基礎資料を待る。

3. 昭和4 5年寇・の経過とえられた結果

列状濒にむける行問と列間の組合を1:し1：2.1:3.1：4.1:5とかえ, 

3.0 〇 〇本豚•2回蝶返しのヒノキ試段地を宿毛営林署曾内に設定し,地搭,植戏の行程を 

俱べたJ
4. 昭和4 6年度の試験計両

前述と同樣つスギの試験地を設定する。

ヒノキ濟炮の下刈行程を調在する。

8.森林の構造と成長の関係解析

1.試験担当者
本拙経営部経営第二科長 沢正 久 ほか

北海道支攻難営筋長 長 内 力 ほか

東北支埸 〇 金 專賢 施 ほか

関西支埸育林部鮭営硏究安 上 野賢 爾 ほか

四国支场経営研究室長 都 築和 夫 ほか

九州支翊育林部後営研究室長 栗 屋仁 志 ほか

木曾分婚造林研究宛 原 斉 勇 氏か

2試験目的

森林の構造と.成長,収機の夹態を固定試験地(ておいて定J題勺にもとめ,孫林の生弛力を把 

抵することと,どのような施業方法によつて靖高の生淺力を発揮することができるか,また 

現実にはどわような森林の構造があり.生産力の离い携造と枝:どっようなものかを明らかに 

する。さらに森林生密カと剧用面の関係から糊斐経営のあり方を研究する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結果

〇本堤

惜報処理方法の発逹にともない,これまで支分沁,関係営林局で処理していた成窓試段 

地デ-クのとりまとめを本場の3十算機でー鼬理するために,それ」て必妥なプnグラム〇 

作成を行なった。まず,試験地内の直径と糊高が全部測定された塚舍のデータシー卜の印 

刷およびとりまとめのブnグラムを完成し,そのような試數地について4 4. 4 5年瘦は 

北海道,束北,九州支爐,木會分場とWH,札援営林局の4 8試踱地,85調査回数分に 

ついて計算を行なった。

また標本木を選んで囲高を測定した埸合,樹高曲糠によって酒高を推定するが,そのた 

め!C3つの式のプログラムを用意し,支分場からの要訥により,計算を行左っている。

〇北海道支場

北海道の収技試おは道内五営林局と北海道支場の分担のもと忙,昭和3 6年から回発され, 

年次計画位したがって,トドマツ人工林3 3ヶ所,カラマツ人工林3 6ヶ所の試鼬を設 

定した。

この中で北海道支:»湘当分はトト・マッ人工林6ヶ所,カラマツは2ヶ所でちる。

!た野幌試験林内の各楝人工林に設定した高令級の固定試験地についても同様な方法に

したがって調査をbこなっている。

。束北支場

<経過>固定収段試験地の榛り&し調充資料にXって成辰の法則性,成長予測,朝房習
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力などについて研究してをれ〇

4 5年腹はローレンツ曲承を用いて直徑階別本敌,材積などづ果法比から林分内各倡!体 

の配分:Rを求め,測掛の名力として樹高測定番を少なくして囲高曲後を求める方法を考え 

た。また生産予測として収褪予想表の価易作成法とブナ林について収粮而から更新問題に 

ついて検討したJ
(結果) LORENZECURVEの待性値を用いて,直御卷別本数分配がわかったとき,各 

直径階の断面積,材讀を予測する方法を明らかにしも 多敬の試鼬資料からNASLUND 
式で樹髙曲線の常係故を算出し,林分型態との関係を明らかにした,この中から平均闵高, 

直径と回帰式の苒性を見出し省力化をはかった> 相対样疤法で谀開を示し,聞為成長をも 

とに予想我を作った。ブナ5!实林の構造分祈から成長退程を明らかにし・地位,環境別に 

生産目標を明らかにし史新技術との関係を究明した〇

。関西支甥

1. スギ人工林の構造と成長

高野山試験地およぴ高攻山試跋地の7回目調査を行たった。

を野山試験地は5 ?年生现在の年均収?3笊】5.0洲«・輸成長紙14.8晚 高取山試 

骐地は,1分地5 0年生現在の平均収役:5】5.1E ,連年成長最8. 4次,2分地5 〇年 

生現在の平均4W我15. 3刀,連年成颱6.5吧3分地7 2年生現在の平均瞬珊:7,8 

源,達年成長激3.5のであつ起I

2. ヒノキ人工林の桃造と成長

高野山試験地,高取山試険地の7回目调査とハツ尾山試験地の7回目調査を行左った〇 

高野山試駁地は1分地5 7年生現在の平均収短堡8.4 W ,連年成琳!: 7.3超,2分地
7 8年生奥在の平均収初景7.9於,連年成長雄9. 〇码 咨取山試験地は1分堆7 3年生 

现在の平均収役垃9.2沥»連年成長最5.1娘(2分地7 3年生現在の平均収知量8.3冲, 

連年成長& 5.!吼 八ツ尾山武疏地は,6 3年生現在の平均収巷景8.7渺»連年成長位

11.5游であった。

〇四国支堀

(スギ天然林)

千本山,小衆敷山の両択伐天然更新試翔&とも・大正14年殴定と冋時に第1回の択伐 

を実施した4 2年第2回の択伐を実施し,残存木の成長経退と稚馈の発生消長の謂査を 

実徳し,千本山には地床かきおこし区と刈払区を各6区,計】2区,小您敷山には,地床 

かき君こし区,刈払区,無処理区の3処理区を各9区•計2 7区設定した。さらRこの中 

に千本山に3 6ヶ所,小屋敷UJに8 5ヶ所の1〇材> コドラ-卜を浚け毎月©W©発生, 

沔長を避をし,また,推子の落下般調査をわこなうため,千本山に5ヶ所,小屋敷山怔3U 
ヶ所の種子採!艮梱を殴贸し,9月から4月唾で4月から9月まで各月の種子落下殽を調査
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している。

なわ,戒存分の立木位置図も作成した〇

(スギ人工林)

収秋試疾地の養楠辭而(昭和3 4年作成,為知堂林同管内に8ヶ所のスギ人工林収孩試渙 

地の設定を睥>にもとづき,4 5年度までに託沒された4ヶ所<魚梁※営林施内西又束 

又山試験地,魚梁瀬営林聞内一の谷山試喙地,本山営林辱代内中の川山茲急抱,髙松営林 

宕管内浅木原山試験地)とそれ以前の噂試跋地1ヶ所«宇和島営林瞬内滑床山試泗) 

について,5年〜1り年ごとの定斯阀査と,必剧て応じて間伐を実施し,林分の瞬と成長 

Iて明する貸料を収壌し,分析を進めれ〇

45年鹿は,西又束又山の第4回の黯査を行った〇

<ヒノキ人工林)

•収程試強均の整備計函(昭和3 4年作成•あ知・営林岡管内K： 4ヶ所のヒノキ人工林!!統?試 

験地の設定を瞞>にもとづき,4 5年度までに新股された3ヶ所(ヨ焙営林部内下る川 

山試函地,高松営林肅内浅木環山試簸地)と,それ以前の株統試決地1ヶ所(宇和島せ林 

髄内滑床山试版地)について,5年〜1〇年ごとの定觞調査と,必要に足じて問伐を実施 

し,林分の伊造と成長に関する資料を収集し分析を進めた〇

4 5年度は,洩木山原の第2回目の泡査を行つたJ

。九州支塌

収超懲%楣行方法による綢诙3ヶ所,収技試象・行要絹による渕夜2ヶ所,立木位ff?図の作 

作製1ヶ所を実物した〇

また,直径T漓曲後の俺正,ヒノキ林分の収夜予測式の検肘•調查^果のとり唆とめと 

径級別生長秋の鈴出.直お判高曲想式の検討等について一応のとりまとめを修了し,制材 

積表による林穢の再針算についてとりまとめ中である。

〇木色分垛

1.岩村田営林?m内

推•井沢カラマツ人工林収程試發地の第3回朗査
2t長野営林署警内

な士里カラマツ入工林収枚試験地の第3回间表
以上2威験地の醐査を実施し,資料のとりまとめをおこない,試験地台眼心魂しな。

4.昭和4 6年度の試験計画

〇本 場

4 5年鹿までにsmされなかった支分場,関係営林网から依頼される収後試跋址のデー夕 

のとりまとめと树高曲翻の計算を行なう。

宙為的掠を使った試辭!地データについては,その処理方法を吟味し,樹高が全部測定され
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た暗合と冋様»針算機により叶筑を行なう。

〇北海道支坍

常盤トト•マッ収程訣沒地の第3回調玄と方字カラマツ収蔑試绩地の第2回銷査をおこな 

う。

昭和4 5年変岐でに2回以上の調査をナ・、こなった故験地について,弟1回の中間とりま 

とめを治、こなう。

。東北支・

捲造堂分類枝よって生育螢境を大別し,単木別の生産材予彌を検討する。このことにょ 

って林齢本数,圮位があたえられたとき林分内の各役級別の林木分配の予測を可能ならし 

める。

カラマツ林の成長解明のため资君収集を行ない.生有初期の成纖を検討する肯森地方ス 

辛:休樹高曲線の省力化のため轡料収,"はかりNASLUND方式から後準圈濫曲線を示し・ 

同琅方のあ高測定の省力化をきたす。

昭和3 4年以降新設の4試.均(スギ1,カラマツ2.ブナ1ノ について中間、緩吿とし 

て設定から現在までの成纖をとりもとめ研究報告で発我の予定である。

本年度調査地 秋田局ニツ井署 大開スギ人工林収聂試龄地

〇合川罢 羽根山スギ "

柠蘇局野署 小升沢カラマツ〇

。聴西支弱

1.ス井人工林の护造と成長

白見試約3 (和歌山県下>の3回目林分ボ秃

2•ヒノキ人工林の核造と成長

茗荷淵山試誕: < 和歌山県下)の3回目林分阀竞

3.アカマツ天然林の松造と成長

西山試験堆«広岛県下)の8回目林分納查
。四国支埸

(スギ天然林)

両就駐!地の神子の落下燈函査と,稚均の調奁を突絶し,さらにこれ凌でに得られた資料 

をもとに,稚齒発生,消長に圈し,絲治的な分析を進める〇

(スギ人工林)

昭和41年度に新設された本山営林署管内の中の川山試験地の第2回定期醐査を実施す 

る。

<ヒノキ人工林)

昭和3 6年度に新設された須崎営林珈内の下る川山報地の第3回定期詞充を実的寸

る。

また,技条営林疇査内にヒノキの試眺を新設する。

。九州支埃

収豪喚地徳行方法による詛适4ヶ所,収菽微跋徳行蜘による詞れ3ヶ所の磁を実施 

する。

また,収荏試唉地中間報吿ゆとりまとめ,品質区分方法およぴ現地涧左方法の検淋を行 

た9〇

。木會分科

1. 皆平A頊収役試験地の第4回中問課交

2. 金沢カラマツ人工林収技險挪の第3回定期2*5盜
3. 野沢スギ人工林収複試験地第3回定期涧央
,4.ハケ宿天然生幼令林の保育(間伐)談典壊禁2回中間施交

5•沿舟沢ヒノキ間伐枝弑地第3回調斐

定期溯套は間伐を含め翌瞌を・、こない,中問郷窒は試姦!地の安邊を主としておこなう。
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